
才　人　合　計　177．750．927円

才　出　合　評　165．965．370円

力入才出差引残金　117鈎．557円

1　　－‾‾　　！

町民の動き
1月宋

2．15出川

男　　4286人

攻　　4656人

計　　8942人

2月異動
叛　2眉一

日　））8人

出∴女当人
i　　9人

2月末
2・149距帯

4．294ノ

女∴4品防人
i　　8．951人
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上
し
i
車

昭
和
四
十
二
年
度
を
か
え
り
み
て
夕

上
数
年
ぶ
り
と
い
う
、
時
々

の
、
日
と
出
来
示
一
語
て
、
ト
ご
つ

や
′
、
膏
の
‖
・
咲
き
を
お
げ
え
，
○

好
い
一
、
）
′
即
と
写
り
ま
し
た
。
高

月
の
読
札
は
ま
こ
と
こ
古
く
、

本
l
1
度
も
早
や
残
り
少
な
く
な

・
り
ま
し
た
く

今
に
な
り
過
ぎ
し
本
年
度
を

か
え
り
み
ま
す
と
、
四
月
の
地

方
統
一
選
挙
を
経
て
以
米
、
な

す
べ
き
幾
多
の
仕
草
を
か
ゝ
え

遠
賀
町
長
小

用
時
雄
の
予
し
き
甲
に
も
、
士

木
目
若
と
し
一
」
は
、
住
用
、
旭

日
。
地
鳥
の
払
出
常
備
、
違
賞

用
用
語
道
雄
の
潮
目
㌻
∵
細
川
川

の
護
霊
、
山
手
結
北
部
、
川
野
の

一
帯
鮎
華
、
県
道
送
賞
、
鞍
手

直
方
練
成
本
地
区
の
網
目
ふ
、
県

道
黒
山
、
広
陵
敷
居
略
地
区
の

舗
装
、
商
用
綱
水
防
隙
工
事
、

固
道
三
号
諒
、
違
帯
川
堤
防
声

最
近
力
線
の
遠
質
川
及
び
別
府

川
　
登
一
郎

・
日
田
ぺ
一
二
i
i
ン
〓
一
向
｛

1
弘
と
し
て
は
、

災
紺
に
ふ
い
、

、
I
へ
時
点
旭

日
ノ
＝
不
出
U
の

′
I
／
L
 
C
L
だ

期
工
事
、
速
質
中
辛
校
創
立
ニ

ー
周
年
諦
念
草
葉
と
し
て
、
国

些
二
号
練
か
ら
の
取
付
道
雄
の

完
成
、
間
記
念
車
美
委
員
会
の

事
業
と
し
て
、
中
、
士
枚
通
勤
用

外
棚
の
御
諦
胴
を
い
た
だ
く
年
子

町
内
の
土
木
、
文
教
施
設
等
を

を
弟
々
と
整
附
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
撃
た
つ
い
て
は
、

新
生
度
も
引
続
き
、
継
続
間
に

進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ます。新
年
皮
の
而
要
地
雄
と
し
て

は
、
即
席
用
i
用
地
用
の
紘
眉

墨
伽
、
成
木
幸
枝
両
日
校
合
建

染
雛
一
一
剃
十
－
の
l
L
成
、
間
宮

l
L
 
U
の
建
課
、
重
用
妊
娠
，
末

席
高
申
子
告
の
1
　
　
甲
／
足

“

l

五

「

」
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－
∴
∵
L
　
　
－
ノ
　
中
生
津
城
畦

の
可
「
、
、
用
言
告
白
小
技
黒
松

ノ
ヘ
弛
高
の
－
」
、
声
十
大
山

の
中
同
一
化
星
人
、
同
州
狙
産
品
初

／
フ
の
　
、
　
↑
し
　
、

）
　
1
校
の
／
　
ノ
r
L
－
く
∴
、

ヽ

i

l

－

＼

ノ

」

ン

r
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－
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十

　

と

間

近
に
も
た
ノ
、
）
ノ
バ
の
用
足
し
一
L

へ
　
こ
＼
に
有
　
言
、
か
　
ご
l
i
、
在

と
し
て
い
玉
手
㌔

今
後
こ
れ
ら
の
捕
申
、
し
屈

の
た
め
に
は
、
一
日
の
労
力
一
↓

頂
目
し
、
〓
つ
一
し
明
も
い
く
。
叫
i

に
充
ち
た
問
詰
リ
ア
伸
し
た
い

と
思
っ
て
い
‡
す
。

昭
和
四
十
一
年
痩
決
算
状
況

（一般会計）

本
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年
第
一
回
定
例

議
会
で
昭
和
四
十
一
年
度
決
舞
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
要
は
左
記
の
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

単
位
千
円

分
担
金
及
負
担
金



繍」

4
H
ク
ラ
ブ
昌
体
験
発
表

信
、
一
′
日
日
に
し
こ

＼

　

1

　

ノ

ー

」

－

～

書
評
締
誤

聞
鮭
も
起
り
省
－
ろ
と

思
わ
れ
る
が
鹿
祈
し

な
い
よ
う
頑
張
り
た

い。
二
、
門
司
武
光

ト
マ
ト
の
二
段
離
芯

に
つ
い
て

一
昨
年
ま
で
は
人

と
同
じ
方
法
で
栽
増

を
し
て
い
た
が
、
黒

霊
黒
船
に
年
子
り
こ
の

カ
法
で
や
る
事
に
し

昭
和
四
十
二
年
度
迷
賞
印
4

龍
ク
ラ
ブ
員
体
験
発
表
を
、
二

月
十
七
日
役
場
袈
会
議
室
に
於

い
て
開
催
し
た
。
臓
業
者
と
し

て
体
験
談
、
持
薬
の
計
画
及
び

同
校
札
に
於
け
る
媒
胴
題
等
を
発

表
し
た
発
表
右
に
対
し
て
は
、

八
輪
生
杯
事
諸
所
送
貴
曽
根
所

、
送
員
鞘
黒
瀬
の
各
樟
時
貞
諸

氏
の
助
言
を
あ
お
い
だ
。
華
人

者
及
び
串
容
は
次
の
と
お
り
。

一
、
太
田
一
宏
…

私
の
出
目
註
目
に
つ
い
て

1

年

i

上

告

へ

上

目

＼

日

日

∴

∴
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一
　
－
－
　
．

高
月
。
∴
同
日
一
－
－
日
詰
⊥
　
言
－
八
項

を
日
詰
し
て
い
・
つ
。
′
＝
膏
の
告

白
∴
こ
し
て

二
、
日
高
畠
眉
目
の
常
時

一
、
多
用
期
日

一
一
、
校
樟
化
の
捉
寝

曲
、
生
活
の
安
定
化

出
来
の
捕
ノ
ー
〓
自
損
頼
叛
と
し
て

五
〇
顕
を
目
標
。

二
、
松
井
　
悟
…

黒
子
二
年
生

田
三
∵
○
ア
ー
ル
畑
九
〇
ア

ー
ル
を
耕
作
し
て
い
る
。

現
存
の
根
葉
経
常
は
父
の
良
薬

経
常
で
あ
る
が
i
剛
も
甲
く
ホ

し
い
農
業
技
術
を
習
得
し
宮
分

の
難
業
経
営
に
切
り
換
え
て
行

き
た
い
。

た
C
　
小
田
八
ア
ー
ル
に
栽
培
し

目
標
故
山
の
六
〇
％
を
確
保
、

将
来
は
八
ア
ー
i
ル
五
ト
ン
を
ロ

陳
に
し
て
い
る
。

械
鵡
方
法
の
長
所
、
鷹
所
と
し

て
は
①
長
所

ィ
、
高
価
観
の
時
期
に
集
中
出

荷
へ
六
月
三
円
～
七
月
三
日
）

口
、
ヒ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
に
依
り

用
肥
料
読
亡
少

開
陳
甲
不
要

は
∵
引
立
年
若
士
ろ
浩
畠
梢
後
詰

i
－
ル
ー
し
、
し

〉
i
キ
′
言
‖
一
月
　
▲
　
i
　
ヽ
　
し
，
』
や
亘
i

（
　
j
 
J
言
‖
）
ロ
ム
〃
十
　
↓
ノ
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i
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生
一
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i

O
雷
〓
信
用
の
牛
用
が
多
目

に
必
出
へ
し
か
も
定
植
に
手

間
が
か
が
▼
奇

聞
ヒ
ニ
ー
ル
マ
五
十
二
∵
丁
六

兆
に
追
肥
が
や
り
宮
い

㈲
本
類
が
多
い
為
木
ル
モ
ン

処
理
の
手
間
が
か
か
る

（
一
〇
ア
ー
ル
六
、
0
0
0
木
）

㈲
葉
巌
が
少
い
為
ひ
や
け
某

が
出
来
易
い
（
周
り
割
れ
）

四
、
郷
里
敏
士
…

目
薬
の
畠
禍
に
つ
い
て

二
名
で
組
合
を
諾
威
し
北

九
州
～
別
府
～
佐
賀
～
関
田
へ

輝
櫛
∴
蕊
付
面
談
は
大
体
一
〇

姉
∴
囲
一
桂
皮
売
上
高
五
〇
〇

万
日
　
間
二
年
度
は
一
、
五
〇

〇
月
日
と
碑
は
し
た
。

今
雀
は
“
）
間
を
通
じ
吊
点
間
拓

に
、
霊
l
｝
り
特
白
物
と
し
た
い
。

五
、
松
井
∴
叢
…

様
の
膏
た
る
買
T
J

現
在
の
葉
葉
の
有
り
万
を
棟

嶋
か
ら
切
り
換
え
た
い
。
そ
れ

に
は
相
当
の
決
心
が
い
る
と
思

う
が
徐
々
に
変
え
た
い
。

六
、
粛
幡
正
和
…

僕
の
珊
憩
の
女
性

l
　
自
分
を
利
用
し
き
れ
る
女

性
農
村
に
於
け
る
媒
不
足
こ
の

間
越
の
根
源
は
ど
こ
に
あ
る
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
娘
は
庶
家
に

娘
が
1
1
た
く
な
い
。
し
か
し
長

男
の
妹
に
は
根
葉
を
さ
せ
る
。

こ
ん
な
虫
の
良
い
話
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
又
嫁
を
受
入
れ
る
態
勢
が
果

し
て
現
在
の
農
家
に
は
出
来
て

い
る
か
。
嬢
を
迎
え
そ
れ
に
よ

っ
て
家
振
労
働
の
解
消
と
考
え

て
い
る
家
歴
が
大
部
分
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
れ
で
な
く
て
も

主
姐
労
働
の
過
重
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
、
主
婦
の
克
坊
を
改

め
て
改
雷
す
る
必
要
樟
み
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

2
一
万
歳
粟
に
雄
ぐ
場
合
と

し
て
は
謹
告
レ
日
の
一
員
と
し
て

は
売
高
に
入
っ
て
ほ
し
い
。

3
　
昌
美
に
は
紬
当
用
回
申
－
い

る
米
用
の
埴
生
が
あ
る
一

七
、
井
口
彊
孝
・

私
の
ハ
ウ
ス
雄
鳥
に
つ
い
て

囲
0
－
－
互
二
〇
時
の
ハ
ウ
ス
を

情
宣
霊
戒
律
休
糸
は
胡
瓜
、
ボ

ー
レ
ン
、
：
気
宇
作
付
。
ハ
ウ

ス
は
日
独
が
あ
り
客
席
く
一
一
～

七
月
間
瓜
を
栽
増
し
雄
中
間
に

労
力
を
か
け
る
。

ハ
ウ
ス
接
増
の
樟
良
と
し
て

自
動
i
作
木
賞
品
を
取
り
つ
け
海

水
と
同
暗
に
液
肥
を
使
用
、
肥

料
の
九
五
％
が
液
肥
を
利
用
、

育
杭
と
定
植
時
に
は
庵
蕪
を
利

用
し
、
士
壊
廟
堂
対
策
と
し
て

ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン
で
佐
一
岡

土
壌
消
謁
を
行
う
。

聞
知
三
八
年
頃
と
此
破
し
て

政
暮
さ
れ
た
点
は
、
作
目
を
五

種
薮
に
し
は
り
、
ハ
ウ
ス
と
露

地
の
組
合
せ
に
よ
る
経
常
の
坪

勧
化
、
作
業
場
が
近
い
た
め
、

作
業
の
分
業
化
も
出
来
、
ハ
ウ

ス
を
取
り
入
れ
た
串
に
よ
り
労

力
が
平
均
化
出
来
る
天
候
に
左

右
さ
れ
る
串
な
く
計
画
的
に
仕

事
が
輯
乗
る
。

鵬
和
三
八
年
当
時
に
比
へ
一

人
当
り
の
労
働
塞
常
雄
が
高
く

な
っ
た
。
今
后
の
問
題
点
と
し
て

C
連
作
の
雷
。
対
策
と
し
て
輪

作
（
点
差
　
葉
菜
）
胡
瓜
の

般
水
栽
培
、
士
壇
消
毒
、
塩

類
寮
郡
の
検
盃
、
砂
場
成
算

に
よ
っ
て
描
法
し
て
い
き
た

い。
S
－
八
日
i
　
来
日
一
九
〇
‘
I

用
ハ
O
a
　
白
子
当
り
二
、
五

＼

　

中

温
匿

名
　
i
i
l
一
〇
人

十
月
日
日
　
　
I
ノ
　
　
　
（

）
ス
己
「
一
「
∴
日

、
八
人
、
五
一
日
ニ

昭
和
－
高
年
∵
0
0
坪
割
高
…
∴
∴
名
∴
甲
完
i
1
　
人
∵
日
直
三
三
㌧
名

l

。

．

1

1

1

1

＝

交

通

知

識

＝

☆
窓
ガ
ラ
ス
の
く
も
り
は
ふ
き
と
つ
て

ま
だ
無
い
口
が
結
い
て
い
ま
す
。
吊
∴
＼
良
問
し
て
い
・
生
と
∴
こ
カ
ラ

ス
か
く
も
つ
て
い
て
は
危
故
で
す
。
窓
カ
ラ
ス
を
し
あ
さ
っ
て
い
ま

す
と
、
外
か
ら
の
章
が
生
か
な
か
耳
に
・
…
し
－
・
モ
ミ
ま
せ
′
八
二
そ
れ

だ
け
に
、
道
持
上
の
状
況
に
は
、
一
段
と
‖
T
l
l
L
し
点
け
机
は
在
り
ま

せ
ん
e
踏
切
の
両
面
で
一
昨
年
＝
を
し
て
も
∴
弄
ラ
ス
が
ノ
、
も
っ

た
ま
ま
前
だ
け
を
左
右
に
動
か
し
て
発
進
し
て
い
る
人
を
見
か
け
ま

す
。
こ
れ
で
は
同
の
た
め
の
一
時
樟
＝
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ス

の
く
も
り
は
、
必
ず
ふ
き
と
つ
て
遮
掠
す
る
こ
と
で
す
ー
∵
ま
た
、
進

行
中
に
大
き
く
手
を
の
潰
し
て
く
も
り
を
ふ
い
て
い
る
人
も
あ
り
ま

す
が
：
J
礼
も
危
険
で
す
。
必
ず
と
ま
っ
て
ふ
き
と
る
よ
う
に
心
か

け
ま
し
ょ
う
。
座
を
運
転
す
る
と
き
は
、
周
鞠
の
安
全
が
碓
藷
で
き

る
状
膿
で
運
転
す
る
こ
と
が
、
揮
故
を
お
こ
さ
な
い
方
法
の
ひ
と
つ

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
醤
終
末
謡
広
報
）
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四
三
年
度
町
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て

在
の
こ
と
に
聞
し
て
詳
し
い
こ
と
は
一
万
号
の
町
報
で
皆
様
方
に

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
特
に
生
月
の
点
に
消
適
し
て
下
さ
い
。

諮

一
、
提
出
時
期
及
場
所

一
万
仁
五
日
ま
で
に
役
場
梯
諸
侯
あ
て
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

二
、
も
し
申
告
し
な
か
っ
た
と
き

所
持
撫
榛
毒
し
ま
せ
ん
の
で
余
分
の
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

春

の

火

災

予

防

3
．
土
地
の
生
椿
効
果

右
の
二
鳥
に
集
約
す
る
こ
と
が

出
来
、
土
地
の
扶
彊
効
葉
は
緬

隼
と
変
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
気

象
お
よ
び
技
術
面
の
仕
様
効
果

と
な
り
ま
す
。

1
　
気
象
の
生
藤
効
果

覇
代
期
に
は
、
坪
的
気
温

は
平
年
よ
り
高
く
最
低
気
温

は
平
年
よ
り
低
い
こ
と
で
、

間
代
の
生
詐
初
期
に
か
え
っ

て
抑
制
さ
れ
た
。
（
抑
制
き

れ
た
生
は
近
年
板
景
向
上
の

指
鰊
と
な
っ
て
い
ま
す
）

七
月
上
旬
か
ら
平
年
以
上

の
気
温
に
上
土
I
し
、
最
高
分

げ
っ
は
平
年
に
な
く
贈
え
、

ま
た
米
を
作
る
幼
稚
形
成
が

良
知
に
経
過
し
た
。

九
月
上
中
旬
は
低
親
に
経

過
し
て
い
る
が
、
多
照
で
あ

っ
た
た
め
中
年
証
の
生
詐
と

な
り
、
日
中
高
温
放
低
温
で

例
年
に
な
い
謀
敦
に
有
利
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

2
　
技
術
の
！
－
葦
効
果

品
棚
の
選
択
は
、
ポ
ー
ヨ

ク
、
シ
ラ
ス
イ
が
掴
え
、
ア

リ
ア
ケ
は
減
っ
て
、
晩
生
か

ら
両
生
和
へ
、
回
覧
か
ら
早

年
詰
問
へ
と
変
っ
て
い
′
、
側
面

と
な
っ
て
い
ま
す
。

／
川
堤
は
一
軍
巾
で
火
災
が
一

都
多
い
季
鮪
で
す
。
冬
か
ら
！
。

に
か
け
て
は
、
例
年
英
雄
な
蒋

慾
と
強
風
が
つ
つ
き
：
ふ
つ
う

な
ら
消
－
空
し
し
ま
う
よ
う
な
小

さ
な
火
で
も
火
災
に
な
り
ま
た

出
火
す
る
と
大
火
に
な
り
や
す

い
伏
憶
に
売
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
二
月
一
千
九
日

か
上
三
川
－
三
日
ま
で
在
の
火

災
予
防
遮
動
が
企
画
い
っ
せ
い

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

縮
刷
県
で
は
、
昨
年
四
十
六

人
が
圧
死
し
て
い
ま
す
。
か
り

に
、
自
分
の
寮
か
ら
火
災
が
ね

こ
り
、
噺
に
延
焼
し
、
死
者
が

用
だ
と
与
え
て
み
て
下
さ
い
。

請
え
る
だ
け
で
ぞ
っ
と
し
ま

」
ブ
○

火
災
を
予
防
し
、
火
災
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
つ
き
の
こ
と

に
注
皆
－
し
ま
し
ま
ぅ
。

渡
て
い
る
と
き
の
火
災
は
耽

読
を
多
く
出
し
て
い
ま
す
。
捜

る
間
は
必
ず
火
の
元
を
点
検
し

て
下
さ
い
。
擁
た
は
こ
や
た
ば

こ
の
抜
け
ず
で
も
危
険
で
す
。

と
き
ど
き
索
族
み
ん
な
で
消

火
の
手
順
を
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
綱
火

器
や
脇
火
用
水
、
バ
ケ
ツ
な
ど

を
傭
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ふ

ろ
に
い
つ
も
水
を
入
れ
て
お
ノ
、

の
も
よ
い
方
法
で
す
。

旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
利
用

す
る
と
き
は
、
遊
離
経
飴
や
邦

溝
口
、
消
火
盤
な
ど
の
他
出
を

縮
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
山
野
に
出
か
け
る
と

き
は
、
た
営
こ
の
吸
い
か
ら
や

マ
ッ
チ
の
燃
え
さ
し
、
た
き
火

に
じ
り
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ま

う
。
な
お
、
原
野
、
山
林
に
火

入
れ
す
る
と
き
は
、
役
場
に
届

け
て
下
さ
い
。

火
災
に
気
づ
い
た
ら
、
す
く

往
坂
に
連
綿
し
て
下
さ
い
。

（
媒
消
防
災
喜
謀
）

北
九
州
地
区
の

四
二
年
産
稲
作
の
反
省

第
二
蓑
の
水
稲
坪
川
棚
本
調

査
戚
観
妻
に
よ
り
ま
す
と
、
誠

伸
蒋
戊
一
半
万
来
当
り
一
八
、

〇
株
は
中
華
に
比
へ
五
パ
ー
セ

ン
ト
瑠
え
、
蒋
柄
適
応
性
で
一

平
方
米
当
り
有
効
穂
敬
三
三
一

本
は
平
年
に
比
へ
一
三
パ
ー
セ

ン
ト
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す

ボ
ー
ヨ
ク
・
ン
ラ
ヌ
イ
の
証
］

及
と
品
踵
に
適
し
た
施
肥
効
果

の
向
上
と
、
多
胞
に
よ
る
雷
が

少
な
か
つ
た
．

以
上
の
気
象
・
技
術
面
の
生

商
効
果
を
克
ま
す
と
、
合
理
的

設
計
戴
籍
が
行
わ
れ
た
と
い
ぇ

そ
う
で
す
。

そ
の
外
十
書
に
よ
る
級
黒
川

を
除
け
ば
、
間
断
濾
水
の
締
釆

勘だ
が
用
水
不
足
で
あ
っ
た
こ
と

自
体
が
中
．
冨
r
L
相
ま
っ
て
お
さ

え
ら
れ
、
な
お
台
風
禅
告
も
た

い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
締
出
二
見
ま
す
と

と
、
技
術
〃
」
確
効
果
が
合
致
し

て
黒
作
り
吸
囚
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
i
巧
寮
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
気
象
生
羅
列
棋
告
は
別

と
し
ま
し
て
も
、
技
術
生
薙
効

果
を
普
及
指
里
見
o
宮
黒
糖
導

［
只
に
充
分
和
談
を
さ
れ
、
な
お

一
部
の
生
鮮
品
慾
を
も
っ
て
一

〇
ア
ー
ル
当
り
六
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
早
く
到
達
し
て
は
し
い

も
の
で
す
．

県
下
の
揺
作
は
、
佐
貴
県
に

汝
ご
初
め
て
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
腰
す
記
最
を
ー
作
り
、
北
九

州
川
中
↓
近
年
に
な
い
－
は
っ

て
…
つ
上
の
に
、
荷
作
有
史
以

告
i
」
の
囲
一
間
守
口
ノ
ラ
六

二
　
上
し
ま
し
た
（

、
』
∵
表
は
ー
八
年
か
ら
用
．

年
の
立
証
∵
G
デ
ー
i
ル
当
i
リ
杖

＝
中
の
動
き
で
す
が
、
四
二
位
の

作
況
指
数
は
二
六
パ
ー
セ
ン

ト
∴
一
八
草
を
一
〇
〇
と
し
ま

す

と

、

一

五

パ

ー

セ

ン

ト

に

増
え
て
い
ま
す
′

こ
う
し
た
末
位
の
増
え
た
生

国
を
だ
－
美
し
氾
ま
す
と
、

l
　
気
象
の
樟
日
周
葉

2
　
技
術
の
生
産
高
車

下
薬
の
粘
土
け
が
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
は

根
の
活
轍
が
充
分
畠

来
る
こ
と
で
、
稲
の

生
態
か
ら
見
て
窮
熟

に
効
果
が
あ
つ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た

榔
肥
、
実
相
の
見
切

で
i
の
つ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
し
、
用

水
目
星
に
よ
り
絞
裾

症
一
の
多
′
、
莞
÷
∵
ま
し
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昭
和
四
十
三
年
度
入
学
公
立
高
校

出
願
者
数
調

印
鑑
登
録
は
本
人
が
届
出
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う

「
帥
盈
普
最
（
改
印
）
の
届

出
は
手
製
左
も
の
で
す
か
ら

本
人
が
で
き
ろ
眠
り
役
場
に

来
て
下
さ
い
。

二
、
代
理
人
に
よ
る
届
出
の
場

合
は
、
同
時
に
部
鑑
証
明
の

発
行
が
で
き
な
い
甥
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
充
分

ご
承
知
し
て
下
さ
い
。

三
、
鷺
録
し
だ
印
鑑
は
認
印
と

区
別
し
て
大
切
に
保
管
し
て

下
さ
い
。

四
、
登
録
す
る
印
露
に
は
氏
た

け
で
な
く
名
も
入
れ
ろ
よ
う

に
し
ま
し
ま
う
。

五
、
印
鑑
探
鉱
の
保
証
人
に
な

ら
れ
る
万
は
、
登
録
す
る
本

人
か
ら
面
接
印
鑑
瀦
録
の
忠

志
表
示
が
な
い
と
保
証
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

◎
転
入
、
転
出
、
転
居
等
の
届
出
励
行
を

－
必
ず
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
－

み
な
さ
ん
の
居
住
関
係
を
は

っ
き
り
し
て
、
公
証
や
、
避
挙

人
名
約
の
窮
銃
の
た
め
の
最
強

と
す
一
李
た
め
、
い
ま
ま
で
の
住

民
登
語
法
に
か
わ
り
、
あ
ら
た

に
住
民
基
本
台
帳
法
が
施
行
き

か
ま
し
た
。

戸
籍
ま
た
は
住
民
葉
の
謄
抄

本
、
そ
の
他
の
証
明
白
日
の
交
付

等
に
つ
い
て
は
、
淀
叫
と
変
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
き
の
諸

届
出
に
つ
い
て
は
、
雄
に
高
雅

さ
を
要
求
さ
れ
ま
す
か
ら
、
癌

入
、
毎
日
、
転
居
等
を
さ
れ
る

と
き
は
、
必
ず
期
間
肉
に
届
出

さ
れ
る
よ
う
お
欄
い
し
ま
す
。

○
転
　
出
　
届
…
・

転
出
予
定
以
前
に

○
転
　
居
　
届
・
．
・

振
出
し
た
日
か
ら
上
回

日
以
西
に

○
転
　
入
　
届

淀
大
し
た
日
か
ら
子
∴
間

口
以
内
に

○
世
帯
変
更
届
（
世
帯
主
宰
亘

植
眉
分
離
等
）

・
変
更
の
あ
っ
た
日

か
ら
十
四
日
生
国

四
十
三
年
三
月
二
十
三
日
現
在

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事
故
防
止
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
／

◇
準
関
す
る
お
子
さ
ん
に
小
撃
破
の
通
草
格
を
お
し
え
、
危
険
鮪
所

の
歩
行
の
方
法
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
道
路
の
織
断
の
し
か
た
、
と
び
出
し
の
危
険
に
つ
い
て
く
り
か
え

し
指
、
糾
し
ま
し
ょ
う
。

◇
幼
児
の
一
人
あ
る
さ
は
危
険
で
す
。
み
ん
な
で
促
進
し
て
守
り
ま

し
ょ
う
。

◇
各
学
校
で
は
、
漸
人
生
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
た
で
万
全
を
さ

し
ま
し
ょ
う
。

◇
通
草
路
の
点
検
、
新
入
生
の
指
弾
、
管
理
の
体
制
を
か
た
め
ま
し

ょ
う
。

一
日
交
通
事
故
相
談
所

右
の
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
開
設
さ
れ
る
の
で
多
数
榔
利
用

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
　
き
一
一
月
十
八
日
　
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で

と
こ
ろ
　
宗
像
用
役
場
会
議
室

人
権
擁
護
委
員
推
進
に
つ
い
て

瀞
人
雑
嫌
護
委
員
の
矢
野
定

席
氏
が
昨
笹
の
十
二
月
十
四
日

付
を
も
っ
て
任
期
を
満
了
さ
れ

た
の
で
後
任
委
員
と
し
て
長
崎

要
叡
氏
を
綾
部
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
入
籍
跳
趨

委
員
は
基
本
的
人
権
を
挑
溌
し

直
山
人
締
思
想
の
轡
及
高
揚
を

図
る
こ
と
が
張
本
任
務
で
あ
り

ま
す
の
で
、
追
憶
な
く
心
配
ご

と
、
な
や
み
事
等
を
御
相
談
い

た
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す。

現
委
員

今
音
質
i
　
柴
田
　
勇
氏

虫
蛮
涌
　
長
崎
貞
淑
氏


